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じ

め

に
ー
問
題
貼
と
史
料
に
つ
い
て

一
七
四
七
年
六
月
の
ナ

1
デ
ル
・
シ
ャ

l

Z
M
E
R
ω
ゲ
凶
ゲ
〉
円
凹
}
同
町

の
暗
殺
は
、

ア
フ
シ
ャ

l
ル
朝
の
み
な
ら
ず
、
周
連
諸
勢
力
に
多
大



の
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

強
烈
な
個
性
を
持
つ
ナ
l
デ
ル
・
シ
ャ
ー
を
失
っ
た
ア
フ
シ
ャ
l
ル
朝
内
部
は
大
い
に
動
揺
し
、
深
刻
な
後
纏
者
手
い
が
起
こ
っ
た
。
各
地

の
諸
勢
力
は
こ
れ
に
乗
じ
て
自
立
を
園
る
よ
う
に
な
り
、
イ
ラ
ン
は
分
裂
の
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
ナ

l
デ
ル
・
シ

+
l

の
配
下
に
あ
っ
た
ア
フ
ガ
ン
系
の
者
た
ち
の
中
に
は
、
郷
里
に
蹄
還
し
て
自
立
を
園
る
者
も
出
た
。
そ
れ
が
同
じ
一
七
四
七
年
七
月
に
カ
ン
ダ

(

1

)

 

ハ
l
ル

O
B
E
Z
H
で
自
立
を
宣
言
し
た
ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ

l
k
r
r
g
包

ω
z
r
り
oロ
仰
巳
に
よ
る
ド
ッ
ラ
l
ニ
l
朝
の
成
立
で
あ
る
。

(

2

)

 

し
ば
し
ば
現
代
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
原
型
の
成
立
と
い
う
評
債
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

同
朝
の
存
在
を
無
視
し
て
は
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
冨

g
r
r包

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
成
立
直
後
の
時

ド
ヅ
ラ
l
ニ
I
朝
の
成
立
に
つ
い
て
は
、

れ
を
も
っ
て
イ
ラ
ン
と
の
分
離
が
達
成
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

を
中
心
と
す
る
ホ
ラ

1
サ

l
ン

同日
M
O
同
臥
白
山
口
地
方
の
朕
況
を
考
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

黙
に
お
け
る
ド
ヅ
ラ

1
ニ
1
朝
と
ホ
ラ

l
サ

l
ン
地
方
と
の
関
係
に
焦
黙
-
V
Aロ閏て、

イ
ラ
ン
研
究
に
お
け
る
同
朝
の
持
つ
一
意
味
に
つ
い
て
具
瞳

的
に
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
園
の
北
東
部
の
ホ
ラ

l
サ

I
ン
州
公
的
仲
間
口
'm
穴
ro弘
明
削
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
元
来
は
へ
ラ

l
ト
国
民
営
や
バ
ル
ブ
切
と
F
r
な
ど
も
含
み
、
現
在
の
地
域
か
ら
さ
ら
に
東
方
や
北
東
方
に
も
慶
が
る
は
る
か

に
贋
い
領
域
を
指
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
貼
か
ら
い
え
ば
、
ド
y

ラ
I
ニ
I
朝
と
ホ
ラ

l
サ

I
ン
と
が
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
あ
る
意
味
で
は
嘗
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
そ
の
慶
義
の
ホ
ラ

I
サ

l
ン
が
ど
こ
ま
で
賞
瞳
を
も
っ
て
連
綿
と
存
績
し
て

〈

3
〉

き
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
貼
に
つ
い
て
は
直
接
取
り
上
げ
る
徐
裕
は
な
い
が
、
そ
れ
に
つ
い

て
の
一
つ
の
事
例
を
提
供
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

現
在
、

「
ホ
ラ
l
サ

l
ン
」
と
い
え
ば
、
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一
八
世
紀
中
期
の
ホ
ラ
l
サ

1
ン
に
つ
い
て
の
利
用
可
能
な
同
時
代
史
料
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
事
賓
関
係
に
お
い
て
す
ら
不
明
な
貼
も
少

な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
史
料
扶
況
は
、
以
下
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
嘗
時
の
ホ
ラ

l
サ

l
ン
は
ア
フ
シ
ャ

l
ル
朝
の
支
配
下
に
あ
っ
た
が
、
後
述
の
、
通
り
、

~ド
γ
ラ
l
ニ
I
朝
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
。
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一
八
世
紀
後
半
の
ア
フ
シ
ャ

l
ル
朝
期
の
史
料
で
、
刊
本
化
さ
れ
て
い
る
も
の
は
ほ
ぼ
皆
無
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
時
代
、
イ
ラ
ン
高
原

で
最
も
優
勢
で
あ
っ
た
ザ
ン
ド
朝
に
お
い
て
も
、
ド

ッ
ラ
l
ニ

l
朝
と
の
直
接
針
決
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
ホ
ラ
l
サ

l
ン
へ
の
進
出
に
は
消

極
的
で
あ
り
、
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

料
で
は
、

ザ
ン
ド
朝
期
の
史
料
に
は
同
地
方
に
つ
い
て
の
記
述
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。
カ

l
ジ
ャ

l
ル
朝
期
の
史

一
七
九
六
年
の
ホ
ラ
l
サ

l
ン
征
服
を
除
け
ば
、
同
朝
創
始
者
ア
l
カ
l

・
モ
ハ
ン
マ
ド
炉
心
間
宮
o
f
g
g包

ω
E
r

ホ
ラ

I
サ

l
ン
と
は
さ
ほ
ど
関
わ
り
が
な
く
、
同
地
方
に
関
す
る
記
述
も
断
片
的
な
も
の
だ
け
で
あ
る
。

の
活
動
は

そ
う
し
た
な
か
で
、
本
稿
で
利
用
す
る
主
な
史
料
と
そ
の
引
用
上
の
略
競
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

〉
り
い
一
言
。

}gHHMg白
仏
国
同
mr巾
g
σ
.

ω
a
u『
旦
宮
o
f
g
H自
民
宮
門
同
N
仰

U
吋
a
r
2・u、司

h
r
b
h
H
d
o
n叫(

4〉

(
回

z
u
r
ピ
σEHUJ
宮
ω"

。円・
5
6

〉

ω}M.
呂
田
y
g
Z
曲一・国
g
m
E
M
白

-
-
z
o
g
E
σ
.

宮
叶
υ

〉
ゲ
同
国
}
・
出
血
印
国
ロ
ゲ
・

冨
O
Y
向
日
自
由
仏

HWぴ
B
E自
己

-
E
g同

UHNN可
酬
と
ヤ
町
民
訴
さ

hHh叫
句
、
V

側
、
お

(「
hN可知・叫
ahh
与
、
』

hhN匂
・
口
出
」
門
前

u
N叶
・
・
ョ
2
5
P
H句
、戸
)

の
o-gg口
三
〉
向
。
凡
さ
と
と
・
吋

b
Sユ
宰

-178-

〉

gz

(巾仏・

S
H
N
S釦
〈

♂

云

-u
叶

m
y
s
p
N
ロ
仏
色
-
w

民
主
¥
巴

8
1∞〉

豆
島
、
同
二
百
円
N

山
宮
o
E
B
B
包
百
邑
ユ
冨
白
H
R
S
E
E
P
5
ミミ刊誌
b
，
巳

EM13守
州
主

ー

l
b
b可
叫
AhHユ
主
・
内
同
法
心
同
可
制
剤
4

向

hb¥bHU々
い百四

db
ておもいて町民

aい
℃
内
宮
儀
礼

S
U
N
-町
NNミ
除
。

(巾門日・

σu『
何
内
tu--h〉
・
・
叶
巾
}MH卸ロ
-Hω
い山∞¥]戸富山
wlωO)

こ
れ
ら
の
う
ち

〉
ロ
・
呂
田
吋

t土

い
ず
れ
も
本
稿
の
主
要
な
登
場
人
物
の
一
人
で
あ
る
セ
イ
エ
ド
・
モ
ハ
ン
マ
ド

γ向
回
同

-N
同

ωmu『U『白門同
(
5
)
 

冨
吋
も
そ
の
閥
係
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、

7
向
。
官
ヨ
ヨ
包
(
ソ
レ
イ
マ

l
ン
二
世

ω
o
E
g
E
H
H
)
の
近
親
者
に
よ
っ
て
、
ま
た

そ
の
利
用
に
闘
し
て
は
、
細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
従
来
、
史
料
が
絶
劃
的
に
少
な
い
一
八
世
紀
中
期
の
ホ
ラ
l
サ

I
ン
に
つ

こ
れ
ら
の
史
料
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。

い
て
は
、



こ
れ
に
封
し
て
、

〉

ω}戸

は
ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ

l
の
命
で
執
筆
さ
れ
た
同
人
の
一
代
記
と
い
う
性
格
上
、

ド
ッ
ラ

I
ニ
l
朝
の
史
料
と
理
解

さ
れ
、

イ
ラ
ン
史
研
究
の
立
場
か
ら
は
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
著
者
の
マ
フ
ム

l
ド
・
ア
ル
・
ホ
セ

イ
ニ
ー
は
、
元
来
ナ

I
デ
ル
・
シ
ャ

l
に
仕
え
て
お
り
、

〈

6
〉

り
、
同
時
代
の
貴
重
な
誼
人
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
シ
ャ

l
ロ
フ
政
権
に
も
参
重
し
て
い
た
人
物
で
、

そ
の
離
で
は
嘗
事
者
で
あ

つ
ま
り
、
〉
ω
r
を
ア
フ
ガ
ン
側
史
料
と
の
み
捉
え
る
の
は
賞
は
正
し
く
な
く
、

そ
し
て
、
少
な
く
と
も
セ
イ
エ
ド
・
モ
ハ
ン
マ
ド
を
め
ぐ
る
記
述
に
闘
し
て
は
、

〉
ロ
・
冨
白
叶

ホ
ラ
l
サ
l
ン
に
つ
い
て
も
、
貴
重
な
史
料
な
の
で
あ
る
。

よ
り
も
客
観
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
し
、

ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ

l
の
ホ
ラ

I
サ
l
ン
遠
征
に
つ
い
て
も
嘗
事
者
に
よ
る
記
録
で
あ
り
、
立
場
の
異
な
る
〉
ロ
・
冨
釦
吋
な
ど
の
他
史
料
と
比

較
検
討
す
る
こ
と
で
十
分
に
利
用
す
る
債
値
が
あ
る
。

そ
こ
で
、

本
稿
で
は

〉

ω}同

も
基
本
史
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
一
章

一
七
四
九
|
五

O
年
の
政
第

-179ー

第
一
節

第

次

政

襲

ナ
l
デ
ル
・
シ
ャ

I
暗
殺
後
の
ア
フ
シ
ャ
l
ル
朝
内
で
の
後
緩
者
を
め
ぐ
る
抗
争
は
、
嘗
-
一
初
、
そ
の
甥
が
貫
権
を
掌
握
し
、

ア
リ

I
・
シ
十

を
除
い
て
根
絶
し
た
。
し
か
し
、

旗
を
翻
し
、
討
伐
に
出
た
兄
を
破
っ
て
捕
え
た
。

l
h
〉
-zω
ゲ
凶
「
〈
ま
た
は
ア
l
デ
ル
・
シ
ャ

I

吟
《
芭

ω
E
Y〉
と
し
て
即
位
し
、

何
色
白
「
卸
ロ
に
涯
遣
さ
れ
た
ア
リ

l
・
シ
ャ

l
の
弟
エ
ブ
ラ

l
ヒ
1
ム

ナ
l
デ
ル
の
直
系
の
子
孫
を
、

孫
の
シ
ャ

I
ロ
フ

ω}同削
}HHorr

エ
ス
フ
ァ
ハ

l
ン

何日

)
H
U
E
B
が
反

こ
う
し
た
中
、

ホ
ラ

1
サ
l
ン
の
諸
勢
力
は
、

エ
ブ
ラ
l
ヒ
l
ム
、
が
エ
ラ

l
ク
吋
包
心
を
本
擦
に
し
た
こ
と
か
ら
、

擢
力
の
中
植
が
ホ
ラ

け ー
サ

1
ン
を
離
れ
る
こ
と
を
霊
ま
ず
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
残
っ
て
い
た
シ
ャ

l
ロ
フ
を
擁
立
す
る
動
き
を
見
せ
た
。

一
一
六
一
年

ωゲ同
4
4
包
月
八
日
/

一
七
四
八
年
一

O
月
一
目
、
即
位
し
て
シ
ャ
!
と
稽
し
た
〈
〉

ω
5
2・
豆
、
H
，

us。

シ
ャ

l
ロ
フ
も
そ
れ
を
承

369 

こ
の
と
金
」
の
シ



370 

ャ
l
ロ
フ
擁
立
の
中
心
人
物
は

ハ
プ

l
シ
ャ

I
ン

阿ハ

E
E凹『山口
(
現
、
ク
I
チ
ャ
l

ン
O
口
口
冨
ロ
)

(

7

)

 

に
擦
る
ク
ル
ド
系
の
モ
ハ
ン
マ
ド

・
ジ

ャ
ア
フ
ァ
ル
冨
o官
g
g包

γ正
門
伏
広
口
宮
内
民
同
口
同
己
U

N
同
AP山
口
一
口
問
o
E
と
ニ

l
シ
ャ
ー
プ

l
ル

z
z
r
S口
同
の
そ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ
サ

ン

冨

o-E
B
B白仏

司
回
目
白
ロ
ヌ
}
】
印
ロ
∞
ミ
削
円
で
あ
っ
た
(
〉
巴
コ

ε。

シ
ャ

l
ロ
フ
に
劉
抗
し
、

エ
ブ
ラ

l
ヒ
l
ム
も
シ
ャ

ー
を
稽
し
て

ホ
ラ

l
サ
1
ン
侵
攻
を
圃
っ
た
。

(

8

)

 

シ
ャ

l
ロ
フ
側
に
走
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
中
に
は
キ
ズ
ィ
ル
バ

1
シ
ュ
の
者
、
が
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
こ

し
か
し

彼
の
陣
営
か
ら
は
次
々
と

武
将
た
ち
が
脱
落
し
、

れ
は
シ
ャ

l
ロ
フ
が
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

l
王
家
の
血
縁
者
で
も
あ
っ
た
こ
と
(
後
述
)
に
よ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
(
〉
ω
5
2
)。
こ
の
た
め
、

シ
ャ

ー
ロ

フ
は
弱
瞳
化
し
た
エ
ブ
ラ

I
ヒ
l
ム
軍
を
破
っ
て
、

エ
ラ

l
ク
方
面
に
追
っ
た
。

彼
は
さ
ら
に
自
ら
エ
ラ

l
ク
や
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

〉
削
釦
同
ゲ
削
ご
閉
口

に
出
陣
し
よ
う
と
し
て
、

ク
ル
ド
系
や
ト
ル
コ
系
な
ど
の
ホ
ラ
l
サ
l
ン
の
諸
勢
力
と
見
解
の
相
濯
が
生
じ
る
こ

と
に
な

っ

た。は
な
く
、

エ
ブ
ラ

l
ヒ
I
ム
に
つ
い
て
は
、

大
軍
で
は
な
く
少
数
の
追
尾
軍
を
出
せ
ば
十
分
で
あ
る
と
主
張
し
た
(
〉

2
8
&。
し
か
し
、

あ

-180ー

彼
ら
は
、
ウ
ズ
ベ
ク
人
や
ア
フ
ガ
ン
人
と
封
時
し
て
い
る
ホ
ラ

l
サ
l
ン
の
現
況
を
考
え
れ
ば
、
遠
征
で
こ
の
地
を
離
れ
る
こ
と
は
得
策
で

く
ま
で
イ
ラ
ン
中
央
部
制
匿
を
目
指
し
て
の
遠
征
を
望
む
シ
ャ

l
ロ
フ
と
の
聞
は
緊
張
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

シ
ャ

1
ロ
フ
は
自
分
に
忠
貨
な

カ

l
エ
ン

O
山
〕
ヨ
ロ
の
有
力
者
で
ア
ラ
ブ
系
の
ミ

l
ル
・
ア
ラ

ム
宮
山
町
長
]
白
ヨ
州
会
同
ロ

A

〉
Eσ
関
「
白
包

g
m
や
キ
ズ
ィ
ル
パ

l
シ
ュ
系
の
武

賂
た
ち
の
支
持
を
取
り
附
け
て
ア
ス
タ
ラ

l
バ
l
ド

き
た
と
の
知
ら
せ
に
、
急
遁
掃
還
し
た
(
〉

ω
E
Z
1
E
S。

〉
印
門
出
品
目
)
山
門
凶

ま
で
進
軍
す
る
が
、

ホ
ラ

l
サ
l
ン
の
武
将
た
ち
に
不
穏
な
動
き
が
出
て

そ
れ
を
利
用
し
て
ホ
ラ
l
サ
l
ン
で
自
立
し
よ
う
と
重
策
し
た

の
が
ミ

1
ル
・
ア
ラ
ム
で
あ
っ
た
。
彼
は
モ
ハ
ン
マ
ド

・
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
と
姻
戚
閥
係
を
結
ん
で
同
盟
を
結
び
、
計
聾
を
賀
行
に
移
し
た
。
そ

こ
の
よ
う
な
シ
ャ

l
ロ
フ
と
地
元
勢
力
と
の
微
妙
な
緊
張
関
係
に
着
目
し
、

の
際
に
シ
ャ

1
ロ
フ
に
代
わ
っ
て
擁
立
を
園
っ
た
の
が
セ
イ
エ
ド

・モ

ハ
ン
マ
ド
で
あ
司
た
。

セ
イ
エ
ド
・
モ
ハ
ン
マ
ド
は
、

母
が
サ
フ
プ
ヴ
ィ

I
朝
の
シ
ャ

l

・
ソ
レ
イ
マ

I
ン

ω『削
F
ω
o
r
-
g削
ロ
(
在
位
、

一
六
六
六
|
一
六
九
四
〉



の
女
で
あ
り
、
父
方
も
辿
っ
て
い
け
ば
ア
ッ
パ
ー
ス
一
世
メ
ゲ
σ皆
同
(
在
位
、

一
五
八
七
|
一
六
二
九
)
に
至
り
(
〔
関
係
系
圏
〕
参
照
〉
、
代
々
側

近
と
し
て
園
王
近
く
に
仕
え
て
重
用
さ
れ
て
い
た
家
柄
で
あ
っ
た
。

サ
フ
ァ
ヴ
ィ

1
朝
滅
亡
後
は
、

セ
イ
エ
ド
・
モ
ハ
ン
マ
ド
は
ナ
l
デ
ル

シ
ャ

l
の
庇
護
下
に
あ
っ
た
が
、

〈

9
〉

(〉ロ叶
ωゲ〉。

ナ
l
デ
ル
・
シ
ャ
!
の
イ
ン
ド
遠
征
か
ら
の
掃
還
後
、

レ
ザ

l
廟
の
管
理
者

B
O
S
4丘町

に
任
ぜ
ら
れ
た

ナ
l
デ
ル
・
シ
ャ

1
の
暗
殺
後
は
ア
リ
l
・
シ
ャ
ー
や
エ
プ
ラ

I
ヒ
l
ム
に
従
い
、
そ
の
命
令
で
コ
ム

O
O
B
に
駐
留
し
た
。

エ
プ
ラ

I
ヒ

(m〉

そ
の
入
城
を
痘
否
し
て
反
抗
の
意
志
を
明
ら
か
に
し
た
(
豆
、
門
誌
1
ω
3
0

そ

イ
ラ
ン
各
地
か
ら
セ
イ
エ
ド
・
モ
ハ
ン
マ
ド
に
劃
す
る
聞
位
要
請
が
届
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

l
王
家

(

日

)

の
再
興
を
訴
え
る
ホ
ラ
l
サ
l
γ
の
諸
勢
力
か
ら
の
要
請
も
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
捕
え
ら
れ
た
エ
プ
ラ
l
ヒ
l
ム
を
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
連

行
す
る
よ
う
シ
ャ
l
ロ
フ
か
ら
命
じ
ら
れ
た
た
め
、
彼
は
ホ
ラ
l
サ
l
ン
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
(
〉
U
E白)。

ー
ム
が
シ
ャ

l
ロ
フ
に
敗
れ
、

コ
ム
に
逃
走
し
よ
う
と
す
る
と
、

う
し
た
中
、

セ
イ
エ
ド
・
モ
ハ
ン
マ
ド
の
ホ
ラ
l
サ
l
ン
入
り
は
同
地
方
の
諸
勢
力
に
大
き
な
波
紋
を
投
げ
か
け
た
。
シ
ャ
l
ロ
フ
は
表
面
上
は
こ
れ
を

歓
迎
し
た
が
、
彼
の
存
在
に
脅
威
を
感
じ
て
秘
か
に
そ
の
抹
殺
を
計
重
し
、
ベ
フ
ブ

l
ド
切
岳

E
仏
関
冨
ロ
叶
笠
智
と
い
う
武
将
に
殺
害
を

命
じ
た
。
し
か
し
、
そ
の
人
物
は
他
の
諸
勢
力
と
と
も
に
む
し
ろ
セ
イ
エ
ド
・
モ
ハ
ン
マ
ド
支
持
に
走
り
、

(ロ〉

呂
田
吋
H
S
l
H
H
S
。
こ
う
し
て
、

-181ー

恭
順
の
意
を
表
し
た
ハ
宮
叶
8
・

二
六
三
年
富
。
f
R
5
5
月
二

O
日
/
一
七
四
九
年
一
一
一
月
一
一
一

O
日、

力
に
よ
り
退
位
さ
せ
ら
れ
(
冨
吋
島
町
)
、
同
年
同
山
由
同
日
月
五
日
/
一
七
五

O
年
一
月
一
回
目
、
セ
イ
エ
ド
・
モ
ハ
ン
マ
ド
は
即
位
し
て
、
母
方
の

(

臼

)

祖
父
の
名
を
採
っ
て
ソ
レ
イ
マ

1
ン
二
世
と
稽
し
た
(
宮
吋
品
目
)
。
即
位
の
際
に
は
、
エ
ラ
l
ク
、
ア
ゼ
ル
パ
イ
ジ
ャ
ン
、
フ
ァ
ー
ル
ス
問
削
お

な
ど
か
ら
も
ア
ミ

l
ル
た
ち
が
参
集
し
た
と
い
う
♀
ロ
8
3。
こ
れ
が
政
嬰
の
前
半
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
第
一
次
政
襲
」
と
す
る
。

シ
ャ

l
ロ
フ
は
こ
れ
ら
の
者
た
ち
の
匪

第
二
節

政

漢

の

背

景

371 

「
第
一
女
政
出
現
」
自
瞳
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
ベ
リ

l
氏
な
ど
は
こ
れ
を
嘗
時
視
強
く
あ
っ
た
「
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

l
王
家
復
興
」
運
動
の
一
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部
と
し
て
言
及
し
て
い
る
。
氏
に
よ
れ
ば

一
七
二
二
年
の
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
l
朝
の
事
貫
上
の
滅
亡
後
も
同
王
朝
を
正
統
な
イ
ラ
ン
の
支
配
園
家

一
七
七
三
年
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
l
王
家
の
一
族
と
稿
す
る
者
が
王
位
請
求

(

H

)

 

者
と
し
て
登
場
し
た
。
そ
の
中
の
一
人
が
セ
イ
エ
ド
・
モ
ハ
ン
マ
ド
で
あ
っ
た
。

と
見
な
す
風
潮
が
残
っ
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
、

し
か
し
、
第
一
次
政
獲
を
こ
の
よ
う
な
運
動
の
一
環
と
断
言
す
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
ペ
リ
l
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

す
で
に
ナ
l
デ
ル
・
シ
ャ
ー
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
イ
ラ
ン
の
統
一
は
瓦
解
し
始
め
て
い
た
。
そ
う
し
た
群
雄
割
擦
の
朕
況
の
中
で
、
こ
の
政

獲
を
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

l
王
家
復
興
運
動
と
い
う
流
れ
で
の
み
捉
え
る
の
は
あ
ま
り
に
名
目
的
に
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
、
建
前
上
の
理
由
か

ら
、
あ
え
て
そ
う
し
た
運
動
の
一
部
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
て
も
、

シ
ャ

I
ロ
フ
自
身
も
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
l
王
家
の
血
統
を
縫
い
で
い
る
(
〔
関
係

系
圏
〕
参
照
)
こ
と
か
ら
、
論
理
的
に
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
シ
ャ
l
ロ
フ
は
そ
う
し
た
出
自
の
た
め
に
、
ア
リ

I
・
シ
ャ
ー
に
よ
る
ナ
l
デ

(

お

)

ル
・
シ
ャ
l
の
直
系
子
孫
の
虐
殺
を
唯
一
生
き
延
び
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
シ
ャ
l
ロ
フ
が
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
l
朝
滅
亡
の
張
本
人
で
あ
る
ナ
l
デ

(

お

)

イ
ラ
ン
の
君
主
に
は
不
適
切
と
い
ア
た
議
論
は
説
得
力
を
歓
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ル
・
シ
ャ

1
の
孫
で
あ
り
、

-182ー

む
し
ろ
、
こ
の
政
獲
は
そ
う
し
た
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
l
王
家
復
興
運
動
の
一
部
と
考
え
る
よ
り
、
ホ
ラ
l
サ

I
ン
内
部
で
の
櫨
力
闘
争
の
一
部
と

し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
記
述
が
〉
ωr
に
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
以
下
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。

(
ク
ル
ド
系
や
ト
ル
コ
系
の
ア
ミ

l
ル
た
ち
は
次
の
よ
う
に
)
語
っ
た
。

ホ
ラ
1
サ
l
ン
の
ク
ル
ド
系
・
ト
ル
コ
系
の
人
々
は
、
二
本
の

恐
ろ
し
い
潮
流
の
聞
に
、
す
な
わ
ち
、

ウ
ズ
ベ
ク
系
や
カ
ン
ダ
ハ
l
ル
の
ア
フ
ガ
ン
系
の
聞
に
居
住
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
恐
怖
の

二
集
固
と
常
に
劃
立
・
抗
争
の
中
に
あ
り
、
絶
え
聞
な
い
い
く
さ
や
争
い
の
た
め
に
、
人
と
し
て
の
安
ら
ぎ
を
歓
い
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
ホ
ラ

l
サ

l
ン
の
諸
勢
力
の
持
つ
、
周
遁
地
域
の
勢
力
に
劃
す
る
敵
謝
意
識
・
封
抗
意
識
の
よ
う
な
も
の
が
何
に
基
づ
く
の
か

に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る

シ
l
ア
涯
封
ス

ン
ニ
l
涯
の
封
立
と
い
っ
た
読
明
だ
け
で
は
不
十
分

な
こ
と
は
、

た
と
え
ば
、
前
述
の

ミ
l
ル
・
ア
ラ
ム
と
モ
ハ
ン
マ
ド
・

ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
と
の
開
で
の
策
略
の
際
に
、
雨
者
の
聞
で
合
意
さ
れ
た

内
容
に
つ
い
て
の
、
以
下
の
記
述
か
ら
も
推
測
で
き
よ
う
。

ウ
ズ
ベ

ク
系
や
ア
フ
ガ
ン
系
だ
け
で
な
く
、

エ
ラ

l
ク
、

フ
ァ
ー
ル
ス
、

ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ

+
γ
方
面
か
ら
の
敵
が
ホ
ラ

l
サ

I
ン
征
服
を

圃
る
の
な
ら
ば
、

(
ホ
ラ

l
サ

l
ン
の
)
す
べ
て
の
ア
ミ

I
ル
が
そ
の
排
除
に
嘗
た
る
。

(・・
・曲四月内山
g
r
B
B
M
曲
目
官
ゲ
ユ
s
m
O
C
N
Z
r
4曲
〉
『
m
Eロ
u芯
伊
良
回
冊
目
白
寸
開
凶
円
削
占

4
同司削円凹

4白
〉
混
同
ゲ
回
目
』
帥
ロ
色
削
5
・u
B
g
m
r
Z片
品
開

roH曲師帥ロ

ロ
曲
自
身
邑
二
曲
目
削
S
M
O自
由
品
目
。
円
仲
間
向
。
A

凹ゲ
O仏m
r四

ι見
込
町
田
司
白
色
削
N
E
P
-
-
)
(〉
ω
冨∞但〉

ホ
ラ

I
サ

1
ン
の
諸
勢
力
は
こ
の
よ
う
な
意
識
を
共
有
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
第
一
次
政
饗
の
際
に
シ
ャ

l
ロ
フ
を
見
捨
て
た
り
、
従
来
の

(

げ

)

劃
立
・
緊
張
関
係
を
保
留
し
て
外
散
に
共
同
し
て
嘗
た
る
こ
と
す
ら
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
同
一
地
域
に
居
住
す
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
意
識

は
、
も

っ
と
注
目
さ
れ
る
べ
‘
き
で
あ
ろ
う
。

-183ー

さ
ら
に
、
そ
れ
に
加
え
て
、
以
下
の
よ
う
な
記
事
も
見
ら
れ
る
。

ベ
ル
シ
ャ
語
を
話
す
ア
ラ
ブ
系
や
ホ
ラ

1
サ

l
ン
の
タ

l
ジ
l
グ
系
は
、
観
暴
者
の
ク
ル
ド
系
や
不
純
な
ト
ル
コ
系
の
行
い
を
軽
蔑
す
る

と
と
も
に
、
怖
れ
て
い
た
。
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r
削口同寸
m
g
F
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r
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・・
・
〉
〈
〉
ω
r∞HF)

つ
ま
り
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ホ
ラ
l
サ

l
ン
で
は
諸
勢
力
が

一
致
し
て
事
態
に
封
慮
す
る
用
意
が
あ
っ
た
そ
の
一
方
で
、
そ
の
内

部
で
は
、
ア
ラ
ブ
系
、
ト
ル
コ
系
、
ク
ル
ド
系
な
ど
の
聞
で
、
深
刻
な
封
立
・
緊
張
関
係
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
関

係
を
ど
う
解
緯
す
る
か
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
現
代
的
な
意
味
で
の
民
族
問
題
な
ど
と
同
列
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

373 
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し
か
し
、

こ
の
時
代
に
も
集
圏
聞
の
利
害
の
封
立
や
緊
張
を
生
み
出
す
要
因
は
あ
っ
た
こ
と
は
嘗
然
で
あ
り
、

そ
う
し
た
各
集
圏
の
動
き
を
這

跡
す
る
こ
と
で
、
複
雑
な
権
力
抗
争
の
性
格
が
見
え
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
黙
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
蛍
時
の
政
治
欣
況
を
再
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
こ
の
政
幾
の
後
半
を
追
っ

第
三
節

第

二

次

政

饗

ほ
ど
な
く
新
政
権
の
人
事
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
政
饗
の
論
功
行
賞

(

国

)

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う
ち
の
主
要
な
も
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
(
〉
ロ

E
F
1
5
N
P
Z吋
怠
l

令
・
宮
口
，H
E
E
C。

第
一
次
政
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即
位
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ソ
レ
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l
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二
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に
よ
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l
ド
の

〉

ヨ

回

同

富

岳

同

削

ゲ

同
冨
ロ
メ
v
H
白ゲ

σ目
的
]
回
同
ゲ
巾

m同
・
回
白
同
内
凶
同
門

ホ
ラ

l
サ

l
ン
の

σ巾
色
白
H
ゲ巾

mM

FE  
5そ
包 E
関 g
D" 0... 
釦1

ロ.出

~ ~ 
rlト tll

5トロ

阿内日戸川昨ロ

。
丘
町

こ
れ
を
見
る
と
、
父
の
職
を
縫
い
だ
長
子
を
除
く
と
、
こ
こ
に
暴
げ
ら
れ
て
い
る
者
た
ち
が
ソ
レ
イ
マ

l
ン
二
世
擁
立
の
中
心
人
物
と
い
う



こ
と
に
な
る
。

ア
ミ

1
ル
・
ア
ラ
ム
が
ヴ
ァ
キ

l
ル
に
就
任
し
た
の
を
筆
頭
に
、

ー要
職
に
は
ア
ラ
ブ
系
や
キ
ズ
ィ
ル
バ

l
シ
ー
ュ
な
ど
、

シ
ャ

l
ロ
フ
を
支
持
し
て
い
た
者
た
ち
が
奉
が
っ
て
い
る
。

か
っ
て

ソ
レ
イ
マ

1
ン
即
位
の
直
後
、
、
シ
ャ

l
ロ
フ
は
ア
ミ

l
ル
・
ア
ラ
ム
に
よ
っ
て
盲
刑
に
慮
せ
ら
れ
た
。

〉
ωr
以
外
の
諸
史
料
は
、

一方、

そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、

し
、
〉

ω78σ

で
は
、

ソ
レ
イ
マ

l
ン
が
狩
猶
で
留
守
に
し
て
い
る
聞
に
行
わ
れ
た
と
す
る
(
〉

UHog-
冨
吋

g-
呂
田
、
口
N
3。

シ
ャ

I
ロ
フ
救
出
の
陰
謀
が
護
費
し
た
た
め
、

ソ
レ
イ
マ

1
ン
の
同
意
の
上
で
行
わ
れ
た
と
す
る
。

こ
れ
に
劉

こ
の
相
違
は
、

ソ
レ
イ
マ

l
ン
の
関
係
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
〉
ロ
ァ
、
宮
吋
な
ど
が
彼
の
こ
の
件
に
闘
す
る
責
任
を
で
き
る
だ
け
回
避
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ

と
か
ら
生
じ
た
と
も
考
え
ら
れ
、
結
局
は
史
料
の
立
場
の
遠
い
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今
の
と
こ
ろ
、

い
ず
れ
が
正
し
い
か
は
即
断
で

「
:
、
O

A》
C
チ
ん
、
uv

ソ
レ
イ
マ

l
ン
が
シ
ャ

l
ロ
フ
盲
刑
に
開
輿
し
な
か
っ
た
と
す
る
立
場
の
諸
史
料
に
お
い
て
は
、
事
態
を
知
っ
た
ソ
レ
イ
マ

l
ン
は
、
怒
っ

(
印
〉

て
ア
ミ

1
ル
・
ア
ラ
ム
を
ヴ
ァ
キ
ー
ル
職
か
ら
解
任
す
る
人
事
一
新
を
行
っ
た
。
そ
れ
を
見
る
限
り
、
ク
ル
ド
系
が
重
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

ソ
レ
イ
マ

l
ン
が
第
一
衣
政
援
後
、
ヴ
ァ
キ

1
ル
と
し
て
質
権
を
掌
握
し
て
蓋
頭
し
た
ア
ミ

1
ル
・
ア
ラ

ム
の
勢
力
の
撲
張
を
警
戒
し

-185ー

剣
り
、

て
、
代
わ
っ
て
ク
ル
ド
系
の
支
持
を
得
ょ
う
と
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
ソ
レ
イ
マ

I
ン
政
権
の
混
観
の
中
で
、
シ
ャ
l
ロ
フ
側
は
巻
き
返
し
を
園
っ
て
い
た
。
シ
ャ
l
ロ
フ
夫
人
は
ひ
そ
か
に
ホ
ラ

1
サ

(

却

〉

l
ン
の
武
持
た
ち
に
シ
ャ

l
ロ
フ
復
位
に
壷
力
す
る
よ
う
要
請
す
る
書
肢
を
出
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
カ
ラ

l
ト
同
巳
況
に
擦
る
ト
ル
コ
系

の
ユ

l
ソ
フ
・
ア
リ

I
J
E由
。
で
〉
訂
関
冨
ロ

F
-
S
R
は
嘗
初
か
ら
シ
ャ

l
ロ
フ
に
仕
え
て
お
り
、
そ
の
復
位
の
機
舎
を
狙
っ
て
い
た
。
彼

は
ア
ミ
l
ル
・
ア
ラ
ム
に
反
設
す
る
ア
ラ
ブ
系
や
ト
ル
コ
系
の
者
た
ち
を
糾
合
し
た
。
た
ま
た
ま
ア
ミ
l
ル
・
ア
ラ
ム
の
兄
弟
の
葬
儀
が
行
わ

れ
た
際
の
混
凱
と
警
備
の
手
薄
さ
に
乗
じ
て
、
一
一
六
一
二
年
初
出
ゲ
ペ
ロ
月
一
一
日
/

一
七
五

O
年
三
月
九
日
、
ュ

l
ソ
フ

・
ア
リ
ー
ら
は
ソ

(

幻

〉

レ
イ
マ
l
ン
を
襲
撃
し
て
、
捕
え
て
幽
閉
し
、
代
わ
っ
て
シ
ャ
l
ロ
フ
を
穆
放
し
て
復
位
さ
せ
た
。
第
一
衣
政
襲
か
ら
わ
ず
か
七

O
日
あ
ま
り

で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
「
第
二
次
政
察
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
新
政
権
で
は
ユ

I
ソ
フ
・
ア
リ
ー
が
ヴ
ァ
キ

l
ル
に
任
じ
ら
れ
、
寅
樺
を
掌
握
し

375 
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た。

一
方
、
こ
の
事
態
を
知
っ
た
ア
ミ

1
ル
・
ア
ラ
ム
な
ど
は
か
ろ
う
じ
て
マ
シ
ュ
ハ
ド
を
脱
出
し
て
、

ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ
!
の
許
に
逃
走
し

た

第
二
章

ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ

l
の
第
一
回
ホ
ラ

l
サ

i
ン
遠
征

第
一
節

遠
征
の
時
期
と
回
数

ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ
ー
は
数
回
に
わ
た
っ
て
ホ
ラ
l
サ

l
ン
遠
征
を
行
っ
た
。
こ
の
遠
征
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
た

り
ホ
ラ

1
サ

1
ン
情
勢
と
関
連
づ
け
て
論
じ
ら
れ
た
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
彼
の
遠
征
に
つ
い
て
は
時
期
や

回
数
と
い
っ
た
事
寅
関
係
に
つ
い
て
も
、
あ
い
ま
い
な
ま
ま
に
留
め
ら
れ
て
い
る
の
が
現
朕
で
あ
る
。

回
の
遠
征
し
か
言
及
し
て
お
ら
ず
、

こ
の
遠
征
と
の
同
時
代
史
料
の
中
で
は
、
ブ
ハ
l
リ

I
の
史
料
は
ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ
l
の
治
世
の
す
べ
て
を
封
象
年
代
と
し
て
い
る
が
、

(

幻

)

し
か
も
そ
の
年
代
に
つ
い
て
は
あ
い
ま
い
な
記
述
し
か
残
し
て
い
な
い
。
宮
叶

も

第
一
回
と
第
二
回

-186ー

の
匿
別
に
今
ひ
と
つ
不
明
確
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
カ

l
ジ
ャ

l
ル
靭
期
の
史
料
は
、

(

お

)

言
及
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
不
明
瞭
な
ま
ま
で
あ
る
。

一
八
世
紀
中
期
の
ホ
ラ

l
サ

l
ン
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど

従
来
の
研
究
の
中
で
は
、

ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ
ー
に
つ
い
て
の
現
時
黙
で
の
最
も
詳
細
な
俸
記
的
研
究
を
行
っ
た
ス
イ
ン
グ
氏
は
、

一
七
五

O
年
初
の
一
時
開
還
を
は
さ
ん
で
一
七
五
一
年
初
の
再
度
侵
攻
で
マ

シ
ュ
ハ
ド
な
ど
を
征
服
し
た

一
七
四
九

年
春
の
へ
ラ

l
ト
遠
征
に
始
ま
り
、

-
も
の
と
、

(

但

)

て
い
る
。

一
七
六
九
l
一
七
七

O
年
の
遠
征
を
奉
げ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
最
初
の
遠
征
に
つ
い
て
の
時
期
の
比
定
は
や
や
明
瞭
さ
を
飲
い

こ
れ
に
封
し
て
、

冨
叶

の
校
訂
者
で
あ
る
ラ
ザ
ヴ
ィ

l
氏
は
、
同
書
の
註
に
お
い
て
綿
密
な
考
詮
を
行
い
、
彼
の
遠
征
を
一
七
五

(

お

〉

一
七
六
九
l
一
七
七

O
年
の
三
回
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

O
年
後
半
、

一
七
五
回
|
一
七
五
五
年
、

こ
の
よ
う
に
、

ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ

l
の
ホ
ラ

I
サ

l
ン
遠
征
に
つ
い
て
、
事
責
関
係
の
確
認
す
ら
見
解
が
分
か
れ
る
要
因
は
、
記
述
量
が
少



な
く
、

さ
ら
に
諸
史
料
の
年
代
等
の
記
述
が
あ
い
ま
い
な
も
の
が
多
い
上
に
、
特
に
第
一
回
と
第
二
回
に
つ
い
て
は
、
遠
征
の
過
程
が
結
果
的

に
か
な
り
重
複
し
て
混
飽
を
招
き
や
す
か
っ
た
こ
と
が
奉
げ
ら
れ
る
。
結
局
は
、
信
頼
の
置
け
る
同
時
代
史
料
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
最
大

の
原
因
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

は
ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ

1
自
身
が
自
ら
の
事
績
を
記
録
に
残
す
た
め
に
書
か
せ
た
史
料
で
あ
り
、
彼
の
業
績
に
つ
い
て
は

数
少
な
い
信
頼
の
置
け
る
史
料
で
あ
る
。
そ
し
て
、
〉

ωr
で
も
基
本
的
に
は
冨
叶
と
事
賞
関
係
の
記
述
で
は
大
き
な
相
違
は
な
く
、
結
局

は
、
ラ
ザ
ヴ
ィ

l
氏
の
示
し
た
回
数
と
時
期
と
が
裏
附
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
ニ
史
料
を
中
心
に
し
て
ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ

そ
の
貼
で
、

〉
∞
}
H

ー
の
第
一
回
と
第
二
回
の
ホ
ラ

I
サ

l
ン
遠
征
を
検
討
し
、
そ
の
問
題
黙
を
指
摘
し
た

い。

第
二
節

第
一
回
遠
征
の
経
緯

一
七
四
七
年
の
即
位
後
、
東
進
し
て
ガ
ズ
ナ
の

E
Nロmw
・
カ

l
ブ
ル

に
は
ラ
ホ

l
ル

F
F
D
H
ま
で
征
服
し
た
。
東
方
で
一
定
の
成
果
を
上
げ
た
ア
フ
マ
ド
に
は
、

ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ
ー
は
、

阿ハ与
o-
を
支
配
下
に
入
れ
、

一
七
四
八
年

-187-

ヘ
ラ
l
ト
か
ら
ホ
ラ
l
サ

l
ン
方
面
が
残
さ
れ

て
い
た
。

ド
ッ
ラ

l
=
l
朝
か
ら
見
れ
ば
、

ナ
l
デ
ル
・
シ
ャ
l
暗
殺
後
の
政
治
獲
動
に
よ
り
、

マ
シ
ユ
ハ
ド
と
の
関
係
は
緊
迫
し
た
も
の
に
な
っ
て

い
た
。
既
に
へ
ラ
l
ト
を
制
匿
し
て
い
た
ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ
l
に
劃
し
、
ソ
レ
イ
マ
l
ン
二
世
は
ヘ
ラ
l
ト
か
ら
カ
ン
ダ
ハ

I
ル
ま
で
の
領
有

権
を
主
張
す
る
書
肢
を
迭
っ
た
た
め
、
怒
っ
た
ア
フ
マ
ド
は
使
者
を
慮
刑
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
(
豆
、

E
∞・富田、叶
5
3
0
こ
の
た
め
、

ソ
レ
ィ
，
マ

ー
ン
は
ベ
フ
ブ
l
ド
や
ア
ミ
l
ル

・
ハ
l
ン

〉
B
M同
開
冨
ロ
メ

Eσ

冨
阿
佐
冨
釦
間
同
を
へ
ラ

l
ト
に
涯
遣
し
て
征
服
し
、

(

お

〉

ミ
l
ル
・
ハ
l
ン
は
駐
留
軍
と
し
て
へ
ラ
l
ト
に
留
ま
っ
た
(
豆
、
吋
怠
ム
タ
冨
巳
，
HNδ
。
駐
留
軍
は
第
二
次
政
出
演
を
知
り
、
動
揺
は
隠
せ
な
か
司

ベ
フ
ブ

I
ド
と
ア

-E
、、、晶、

辛
れ
ふ

μ

か
ろ
う
じ
て
へ
ラ
l
ト
の
保
持
と
ア
フ
ガ
ン
軍
へ
の
警
戒
の
姿
勢
を
保
っ
た
。

377 

一
方
、
第
二
次
政
獲
で
身
の
危
険
を
感
じ
て
脱
出
し
た
ア
ミ

I
ル
・
ア
ラ
ム
は
、

カ
ン
ダ
ハ

I
ル
の
ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ

l
の
許
に
至
り
、
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シ
ュ
ハ
ド
の
欣
況
を
惇
え
る
と
と
も
に
、

ホ
ラ

l
サ

l
ン
遠
征
を
進
言
し
た
(
〉
ω}MHOS-52)。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ア
フ
マ
ド
は
ホ
ラ
l
サ

l

ン
遠
征
を
決
意
し
、

ま
ず
へ
ラ
l
ト
へ
向
け
て
進
軍
し
た
。

〉
ω一
戸
な
ど
に
は
出
陣
の
具
韓
的
な
日
附
の
記
述
が
な
い
の
で
、

正
確
な
時
期
は

不
明
で
あ
る
が

二
月
九
日
の
第
二
衣
政
饗
後
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り

か
ペコ

〉

ωrHOmνσ

に、

一
七
四
九
年
二
一
月
よ
り
始
ま
る
イ

ス
ラ
ム
暦
一
一
六
一
二
年
の
ノ
ウ
ル
l
ズ
以
前
に
ア
フ
ガ
ン
諸
軍
に
召
集
が
か
か
り
、
参
集
の
後
カ
ン
ダ
ハ

I
ル
を
出
陣
し
た
と
あ
る
の
で
、

七
五

O
年
三
月
後
牢
か
四
月
頃
と
推
測
さ
れ
る
。

ア
フ
ガ
ン
軍
は
へ
ラ
l
ト
に
入
る
と
、
こ
れ
を
包
闇
攻
撃
し
始
め
た
。
こ
れ
に
劃
し
て
、

シ
ャ
l
ロ
フ
か
ら
へ
ラ
l
ト
の
将
軍

E
丘
町

tこ

任
じ
ら
れ
て
い
た
ア
ミ
l
ル
・
ハ
l
ン
は
防
衛
に
努
め
る
と
と
も
に
、

マ
シ
ュ
ハ
ド
に
援
軍
を
要
請
し
た
。

こ
れ
を
承
け
て
、

ユ
l
ソ
フ
・

ア
リ
l
は
シ
ャ
l
戸
フ
を
擁
し
て
出
陣
し
、

一l
シ
ャ
ー
プ

l
ル
を
鰹
て
ト
ル
バ
テ

へ
イ
ダ
リ
エ

吋
O
円

σas叩
恒
巾
一
円
同
由
巳
ヨ
巾

に
至
っ
た

(〉

ω
E
H∞
白

1
3
。
こ
こ
で
ユ

l
ソ
フ
・
ア
リ
l
は
本
接
地
の
カ
ラ
l
ト
方
面
が
ウ
ズ
ベ
ク
系
に
襲
撃
さ
れ
て
い
る
と
の
連
絡
を
受
け
、

他
の
武
賂
た
ち
も
ア
フ
ガ
ン
軍
の
強
大
さ
に
恐
れ
を
な
し
て
、

念
ぎ

-188ー

開
還
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
口
貫
主
脱
落
し
て
い
司
た
(
〉
ωYHH
∞3
0
シ
ャ

l

ロ
フ
は
ア
ミ
l
ル
・
ア
ラ

ム
に
書
肢
を
迭
り
、
蓄
罪
を
赦
す
と
し
て
関
、
還
を
促
し
た
。
こ
れ
を
受
け
入
れ
て
、
彼
は
赦
し
を
乞
う
て
服
従
し
た

阿
住
民
の
征
服
に
手
間
取
り
、
同
地
に
足
止
め
さ
れ
る
こ
と

(〉

ωrHHElHNO白
〉
。

し
か
し
、

シ
ャ

l
ロ
フ
は
服
従
せ
ず
に
抵
抗
す
る
ハ
l
フ

に
な
っ
た
。

ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ
l
は
へ
ラ
l
ト
征
服
を
急
い
だ
。
既

(

幻

〉

に
包
圏
は
四
ヶ
月
に
及
び
、
市
内
は
飢
餓
朕
態
で
悲
惨
な
朕
況
に
な
っ
て
い
た
(
〉
ω
E
M
M
F
5
2
)。
シ
ャ
l
ロ
フ
の
援
軍
が
な
か
な
か
来
な
い

シ
ャ
l
ロ
フ
軍
が
接
近
し
な
が
ら
も
途
中
で
手
間
取
っ
て
い
る
と
い
う
吠
況
か
ら
、

こ
と
か
ら
、

ア
ミ

l
ル
・
ハ

1
ン
は
限
界
と
考
え
、

ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ
I
に
降
伏
し
た
(
〉
ω
E
R
ε
。

ヘ
ラ
l
ト
陥
落
の
知
ら
せ
を
受
け
た
シ
ャ
l
ロ
フ
軍
に
は
動
揺
が
廉
が
り
、
軍
は
四
散
し
て
し
ま
ア
た
。

シ
ャ
l
ロ
フ
自
身
も
か
ろ
う
じ
て

マ
シ
ュ
ハ
ド
に
逃
げ
謂
っ
た
が
、
身
の
危
険
を
感
じ
て
、
ク
ル
ド
系
の
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
に
援
軍
振
遣
を
要
請
し
た
(
〉
ω
F
E
Y
-

(

お

)

5
2〉
。
進
軍
し
て
き
た
ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ
ー
は
シ
ャ
l
ロ
フ
と
の
舎
見
を
要
求
し
た
が
担
否
さ
れ
た
た
め
、
マ
シ
ュ
ハ
ド
を
包
園
攻
撃
し
た
。



ド
軍
は
大
い
に
動
揺
し
て
多
く
は
諦
還
し
、

ア
フ
ガ
ン
側
は
軍
の
一
部
を
ク
ル
ド
地
匿
に
涯
遣
し
て
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
ら
を
破
司
た
た
め
、

マ
シ
ュ
ハ
ド
の
防
衛
軍
は
縮
小
す
る
こ
と
に
な
?
た
(
〉
g
E
E
)。

マ
シ
ュ
ハ
ド
の
ク
ル

そ
の
一
方
、

こ
う
し
た
中
で
包
圏
は
四

O

日
開
緩
い
た
が
、
戦
局
が
不
利
な
マ
シ
ュ
ハ
ド
側
は
結
局
降
伏
す
る
こ
と
と
な
っ
た
(
〉
g
E
S
1
3
0
お
そ
ら
く
、

(

却

)

思
わ
れ
る
。
こ
の
後
、

一
七
五

O
年
秋
の
こ
と
と

ア
フ
ガ
ン
軍
は
、

ハ
プ

l
シ
ャ
l
ン
、

シ
ャ

フ

ノレ、

サ
ブ
ゼ
ヴ
ァ

l
ル
∞
与

N
2同
町
な
ど
を
征
服
し
て
、
撤

退
し
た
(
〉
ω広
島
r
l
H品
目

σ〉。

こ
う
し
て
、

ホ
ラ

l
サ
l
ン
は
ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ

l
の
影
響
下
に
置
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
遠
征
の
際
に
は
、

ホ
ラ
l
サ
I
ン
の
諸
勢
力

は
二
度
の
政
揮
を
め
ぐ
る
劃
立
闘
係
を
ほ
ぼ
解
消
し
て
一
時
は
連
合
し
て
ア
フ
ガ
ン
軍
の
侵
攻
に
備
え
た
が
、
結
局
は
そ
の
軍
事
力
に
屈
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

第
三
一
章一

ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ

I
の
第
二
回
ホ
ラ

l
サ
l
ン
遠
征

-189ー

第
一
節

ホ
ラ

I
サ
l
ン
に
お
け
る
内
部
抗
争

ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ
l
の
ホ
ラ

1
サ
l
ン
か
ら
の
撤
退
後
、

ト
ル
コ
系
の
ユ

l
ソ
フ
・
ア
リ

I
が
マ
ル
ヴ
宮

R
4
近
郊
に
ま
で
進
軍
し
た
こ

マ
ル
ヴ
軍
が
こ
れ
を
追
っ
て
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
ま
で
侵
攻
し
、
こ
れ
を
占
領
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

マ
ル
ヴ
知
事
官

Z
B

と
が
き
っ
か
け
で

の
ア
リ

l
・
ナ
キ

I

メ
-
Z
Z同
門
口
問
「
山
口
、
が
、

こ
れ
に
反
裂
し
た
の
が
、

一
時
、
全
ホ
ラ

l
サ
l
ン
の
太
守
芯
宮
ゲ
ゐ
r
z
f骨
を
稽
す
る
に
至
っ
た
。

グ
ル
ド
系
の
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
と
ア
ラ
ブ
系
の
ア
ミ

l
ル
・
ア
ラ
ム
で
あ
る
。
彼
ら
は
共
同
で
マ
ル

ヴ
軍
を
マ
シ
ュ
ハ
ド
か
ら
追
放
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
し
て
、
南
名
は
シ
ャ
l
ロ
フ
の
下
で
ヴ
ァ
キ
l
ル
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
(
〉
巴

呂
町
白
)
。
こ
の
事
件
で
は
再
び
ホ
ラ

l
サ
l
ン
諸
勢
力
の
共
通
の
意
識
が
働
い
た
と
も
い
え
る
が
、

一
面
で
は
、
ア
ミ

l
ル
・
ア
ラ
ム
が
ク
ル
ド

379 

系
と
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
ュ

l
ソ
フ
・
ア
リ
ー
が
第
二
女
政
襲
に
よ
っ
て
獲
得
し
て
い
た
貫
擢
を
奪
回
し
た
と
も
解
揮
で
き
る
(
〉
出
8
Y
)。
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ア
ミ

l
ル
・
ア
ラ
ム
は
、

マ
シ
ュ
ハ
ド
を
モ
ハ
ン
マ

ド

・
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
に
託
し
て

ハ
ー
フ
の
卒
定
と
へ
ラ

l
ト
侵
攻
を
園
っ
た
が
、

そ

の
途
中
で
、

ア
フ
ガ
ン
軍
に
大
敗
を
喫
し
て
、

本
接
地
の
一
つ
で
あ
る
ト
ゥ

i
ス

叶
口
印
(
現
、
フ
ェ
ル
ド
ク
l
ス

F
E
0
5
)
へ
落
ち
て
い

っ

た
(
〉
ω
E
2
5
0
ア
ミ

l
ル
・
ア
ラ
ム
は
ク
ル
ド
軍
が
援
軍
に
駆
け
つ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
が
、

モ
ハ
ン
マ
ド
・
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
は

こ
れ
を
機
舎
に
ア
ミ

l
ル
・
ア
ラ
ム
か
ら
距
離
を
保
と
う
と
し
た
た
め
、
雨
者
の
閥
係
は
悪
化
し
た
(
〉
ω
E
8白〉。

こ
の
た
め
、
態
勢
を
立
て
直
し
た
ア
ミ

l
ル
・
ア
ラ
ム
は

一
二
ハ
五
/
一
七
五
二
年
早
春
に
は

マ
シ
ュ
ハ
ド
に
騎
還
し
(
〉
ω
E
S
F
)

モ
ハ
ン
マ
ド
・
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
を
追
放
し
て
、
代
わ
っ
て
ユ

l
ソ
フ
・
ア
リ
ー
を
呼
び
寄
せ
た
(
〉

ω
5
2品
。
南
者
は
姻
戚
関
係
を
結
び
、
新

た
な
同
盟
関
係
を
構
築
し
た
。
こ
れ
は
ク
ル
ド
系
に
封
抗
す
る
た
め
の
同
盟
で
あ
り
、
名
目
的
に
は
盲
目
の
シ
ャ

l
ロ
フ
を
立
て
な
が
ら
も
、

ホ
ラ
l
サ

l
ン
で
の
覇
権
獲
得
の
た
め
に
、
奮
来
の
封
立
・
抗
争
関
係
を
超
越
し
て
同
盟
が
結
ぼ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、

ア
ラ
ブ
系
の

ア
ミ

l
ル
・
ア
ラ
ム

ク
ル
ド
系
の
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
、

ト
ル
コ
系
の
ユ

1
ソ
フ
・
ア
リ

l
の
一
一
一
勢
力
を
軸
に
し
た
、
劃
立
・
抗

こ
れ
に
封
抗
し
て
、

モ
ハ
ン
マ
ド
・
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
は
ク
ル
ド
系
を
糾
合
し
て

マ
シ
ュ
ハ
ド
に
進
軍
し
た
。

ア
ミ

l
ル
・
ア
ラ
ム
、
も
ユ

l

-190ー

手
の
園
式
が
明
確
に
な
っ
た
。

(〉

ω
5
2
3、
代
わ
っ
て
、

モ
ハ
ン
マ
ド
・
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
が
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
入
り

四
ヶ
月
経
っ
て
多
が
近
づ
く
と
、
南
名
と
も
マ
シ
ュ
ハ
ド
を
捨
て
て
、
各
々
の
本
接
地
に
撤
退
し

ク
ル
ド
系
が
貫
擢
を
回
復
し
た
(
〉
ω
Eg
同)。

し
台、

ソ
フ
・
ア
リ
ー
も
寵
城
し
て
抵
抗
し
た
が
、

し

一
一
六
六
/
一
七
五
二

l
三
年
、
ア
ミ

l
ル
・
ア
ラ
ム
は
兵
を
集
め
て
、

マ
シ
ュ
ハ
ド
に
進
軍
し
た
〈
〉

ω
5
0邑
1
8∞
白
〉
。
戦
闘
の
結
果
、

マ
シ
ュ

ハ
ド
を
再
征
服
し
た
ア
ミ

l
ル
・
ア
ラ
ム
は
、

ユ
1
ソ
フ
・
ア
リ
ー
を
呼
び
寄
せ
て
、

モ
ハ
ン
マ
ド
・
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
追
尾
に
同
行
さ

せ
た
。
ラ

l
デ
カ

1
ン
河
包
岳
削
ロ
で
そ
ハ
ン
マ
ド
・
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
を
捕
え
た
ア
ミ

l
ル
・
ア
ラ
ム
は
、

(
鈎
)

ー
も
捕
え
て
マ
シ
ュ
ハ
ド
に
、
迭
り
(
〉
ω
E
S品、

や
が
て
策
略
で
ユ

l
ソ
フ
・
ア
リ

い
ず
れ
も
盲
刑
に
慮
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、

ア
ミ

l
ル
・
ア
ラ
ム
は
劃
抗
相
手
の
ユ

l
ソ
フ
・
ア
リ
!
と
そ
ハ
ン
マ
ド
・
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
の
双
方
を
倒
し
、

ホ
ラ

l
サ

ー
ン
で
の
寅
樺
を
掌
握
し
た
こ
と
に
な
る
。



第
二
節

第
二
回
遠
征
の
経
緯

一
二
ハ
七
年
問
旦
与
月
八
日
/
一
七
五
四
年
五
月
一
日
、

に
カ
ン
ダ
ハ

l
ル
を
出
陣
し
た
。
途
中
、
ア
ミ

l
ル
・
ア
ラ
ム
の
本
接
地
で
あ
る
カ

l
エ
ン
や
タ
パ
ス
吋
与
B
な
ど
南
部
の
各
地
を
征
服
し
、

こ
の
よ
う
な
朕
況
の
中
、

ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ

l
は
第
二
回
ホ
ラ
l
サ
l
ン
遠
征

マ
シ
ュ
ハ
ド
に
向
か
っ
た
。

マ
シ
ュ
ハ
ド
で
質
権
を
掌
握
し
た
ア
ミ
l
ル
・
ア
ラ
ム
は
、
自
ら
ホ
ラ

I
サ
l
ン
の
太
守
と
稽
し
、

(

況

〉

置
き
、
同
地
方
で
紹
封
的
な
擢
力
を
掌
握
し
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
フ
ガ
ン
軍
の
侵
攻
を
知
る
と
、

(〉
ωrNN舎
〉
、
蔑
さ
れ
た
者
た
ち
が
マ
シ
ュ
ハ
ド
の
防
備
に
嘗
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
結
局
、
ア
フ
ガ
ン
軍
先
遣
陵
に
よ
る
包
園
戦
と
な
り
、

シ
ャ

l
ロ
フ
を
完
全
に
そ
の
統
制
下
に

彼
は
サ
プ
ゼ
ヴ
ァ

i
ル
に
逃
走
し

謬
着
朕
態
が
績
い
た
。

ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ
ー
も
初
回
目

Z
E
月
二
五
日
/
七
月
一
六
日
、

マ
シ
ュ
ハ
ド
に
入
っ
た
。

ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ

l
の
命
で
ア
ミ

l
ル
・
ア
ラ
ム
に
劃
し
て
涯
遣
さ
れ
た
追
尾
軍
は
サ
ブ
ゼ
ヴ
ァ

l
ル
を
包
圏
し
、

こ
れ
を
捕
え
た
(
〉
ω
r

-191ー

NUNr)
。
ハ
ブ

l
シ
ャ

l
ン
に
、
途
ら
れ
た
ア
ミ

l
ル
・
ア
ラ
ム
は

モ
ハ
ン
マ
ド
・
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
の
慮
遇
な
ど
で
彼
に
復
讐
心
を
も
っ
て
い

た
ク
ル
ド
系
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
(
〉
ω
7
8
F
-
豆
、『毘)。

よ
う
に
な
っ
た
(
〉
ω
r浅
町
田
官
。
白
〉
。

マ
シ
ュ
ハ
ド
で
は
包
囲
戦
が
績
き
、
次
第
に
簡
城
す
る
市
内
の
献
況
は
悲
惨
な
も
の
に
な
り
、
市
民
の
中
か
ら
和
卒
を
求
め
る
撃
が
奉
が
る

結
局
、
市
民
か
ら
の
強
い
要
請
も
あ
り
、

ω同
町
民
月
一
六
日
/
一
二
月
二
日
、

シ
ャ

l
ロ
フ
は
ア
フ
マ

ド
・
シ
ャ

l
の
許
へ
行
き
、

日
/
一
一
一
月
五
日
、

謝
罪
し
た
(
〉
ω
z
b曲
130
シ
ャ

I
ロ
フ
は
三
日
開
ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ

l
の
陣
替
に
滞
在
し
、

ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ

l
は
市
内
に
入
り
、

ジ
ャ

l
メ
・
モ
ス
ク

ω陣
内
白
円
月
一
九

冨
白
田
』
色
'
巾
同
副
自
巾
，
で
彼
の
名
で
ホ
ト
ベ

7
7
0
守
叩
が
讃

ま
れ
、
貨
幣
が
刻
印
さ
れ
た
(
〉

P
N品
仏
国
ぴ
)
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ

l
の
宗
主
権
を
認
め
た
こ
と
で
、

シ
ャ

l
ロ
フ
は
イ
ラ
ン

の
王
位
に
留
ま
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
(
〉
ω
E
8
6
0

381 

一
方
、
ア
ス
タ
ラ
l
パ
l
ド
方
面
に
逃
走
し
た
者
た
ち
に
劃
し
て
は

ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ

l
は
シ
ャ

l
・
パ
サ
ン
ド

ω『
帥
r

H

M

出
回
同
ロ
仏
穴
ゲ
削
ロ
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に
討
伐
命
令
を
出
し
た
(
〉
ω一時間
N
S。
〉
ω「
に
よ
れ
ば
、

シ
ャ

l

・
パ
サ
ン
ド
は
ニ

l
シ
ャ
ー
プ
l

ル

サ
ブ
ゼ
ヴ
ァ
l
ル
を
経
て
ア
ス
タ

ラ

l
パ
l
ド
に
進
軍
し
た
が
、
水
や
糧
食
も
輩
き
た
た
め
に
や
む
な
く
撤
退
し
た
(
〉
巴
8
S
I
N
2
6
0

し
か
し
、

カ
l
ジ
ャ

I
ル
朝
期
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
あ
た
り
の
経
緯
は
か
な
り
異
な
司
た
も
の
と
な
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

モ
ハ
ン
マ

は
シ
ャ
l
・
パ
サ
ン
ド
に
劃
し
て
軍
を
波
遣
し
、
南
軍
は
サ
ブ
ゼ
ヴ
ァ
l
ル
近
郊
で

(

沼

)

戦

闘

と

な

っ

た

。

カ

1
ジ
ャ

I
ル
軍
の
勝
利
と
な
り
、
ア
フ
ガ
ン
軍
は
マ
シ
ュ
ハ
ド
へ
逃
走
し
た
と
い
う
。
こ
の
件
に
つ
い
て

は
、
比
較
的
中
立
の
立
場
と
考
え
ら
れ
る
冨
吋
誌
|
誌
に
も
同
様
の
記
事
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
シ
ャ

1
・
パ
サ
ン
ド
は
カ

I
ジ
ャ
l
ル

ド
・
ハ
サ
ン

冨
or白
5
5包
出
国
印
田
口

同
ハ
「
山
口

OMH』
同
門

そ
の
結
果
、

軍
に
敗
れ
て
撤
退
し
た
も
の
と
す
る
の
が
安
嘗
だ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、

ア
ス
タ
ラ

I
バ

l
ド
制
匪
軍
の
マ
シ
ュ
ハ
ド
撤
退
に
よ
っ
て
、

ア

フ
マ
ド
・
シ
ャ

1
の
第
二
回
遠
征
は
終
了
し
た
。

ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ
ー
が
な
ぜ
こ
の
時
期
に
ホ
ラ
l
サ
l
ン
遠
征
を
行
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、

不
明
確
な
貼
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

し
台、

-192ー

し

ア
ミ

l
ル
・
ア
ラ
ム
が
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル
や
ユ

1
ソ
フ
・
ア
リ
ー
を
倒
し
、

ホ
ラ

1
サ
l
ン
で
確
固
た
る
地
位
を
築
き
つ
つ

あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
を
打
倒
す
る
こ
と
が
大
き
な
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(

お

)

ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ
l
は
し
ば
し
ば
イ
ン
ド
遠
征
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
に
劃
し
て
、
ホ
ラ
l
サ

I
ン
に
は
三
回
し
か
行
っ
て
い
な
い
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
彼
が
ホ
ラ

l
サ
l
ン
を
さ
ほ
ど
重
視
し
て
い
な
か
ア
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

し
か
し
、
彼
の
三
回

の
ホ
ラ

1
サ
I
ン
遠
征
嘗
時
の
賦
況
を
検
討
す
る
と
、
同
地
方
の
政
治
的
な
轄
換
貼
に
遠
征
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
剣
る
。
第
一
回
遠
征
は
第

二
次
政
饗
の
直
後
、
第
二
回
遠
征
は
ア
ミ
l
ル
・
ア
ラ
ム
と
い
う
地
方
勢
力
が
事
買
上
ホ
ラ
l
サ

i
ン
の
貫
権
を
掌
握
し
た
直
後
と
い
う
ふ
う

に
、
ホ
ラ
l
サ
l
ン
内
部
で
の
勢
力
関
係
に
嬰
化
が
起
こ
っ
た
と
き
に
寅
行
さ
れ
て
い
る
。

シ
ャ

l
ロ
フ
の
二
人
の
王
子
、

一
七
六
九
|
七

O
年
の
第
三
回
遠
征
も
、
こ
こ
で

は
詳
し
く
検
討
す
る
徐
裕
は
な
い
が
、

〈

引

吋

)

成
長
と
蓋
頭
と
は
無
縁
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

ナ
ス
ロ

γ

ラ
I
Z
S
H
o
-
-
F
冨
MHN仰
と
ナ
!
デ
ル

Z
包
2
冨
回
目
仰
の

ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ
ー
は
決
し
て
イ
ン
ド
に
較
べ
て
ホ
ラ
l
サ
l
ン
を
軽
視
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
推
測
で



き
る
。

ホ
ラ

1
サ
l
ン
に
強
力
な
勢
力
が
形
成
さ
れ
そ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
を
倒
す
た
め
に
進
軍
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
代
わ
り
、
そ
れ

以
外
の
場
合
に
は
、
基
本
的
に
は
シ
ャ
l
ロ
フ
の
地
位
を
認
め
、
そ
れ
へ
の
影
響
力
を
保
持
す
る
の
に
留
め
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う

し
た
こ
と
か
ら
も
、

ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ

1
は、

イ
ラ
ン
西
部
へ
の
出
口
と
し
て
の
ホ
ラ
l
サ
l
ン
の
位
置
に
一
定
の
評
債
を
輿
え
て
い
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

結

童五
ロロ

本
稿
で
は
、

一
八
世
紀
中
期
の
ホ
ラ
l
サ
l
ン
情
勢
を
、
特
に
同
地
方
の
地
方
勢
力
と
ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ

I
に
注
目
し
つ
つ
、
検
討
し
て
い

っ
た
。
そ
の
結
果
、
二
回
に
わ
た
る
政
獲
が
皐
に

マ
シ
ュ
ハ
ド
に
お
け
る
王
位
を
め
ぐ
る
抗
争
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

ホ
ラ
1
サ
l
ン
の
地

方
勢
力
の
周
遣
の
諸
勢
力
に
劃
す
る
危
機
感
の
表
れ
で
あ
る
と
と
も
に
、
彼
ら
の
内
部
で
の
封
立
・
抗
争
の
結
果
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ
l
の
ホ
ラ
l
サ

I
ン
遠
征
も
、
こ
の
よ
う
な
同
地
方
の
動
向
と
無
関
係
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
、
こ

の
地
方
の
情
勢
の
襲
化
と
密
接
に
関
連
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
も
明
白
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ホ
ラ

l
サ
l
ン
の
動
向
は
ド
ッ
ラ

l

-193ー

に
な

っ
た
。
ま
た
、

一I
朝
の
動
き
と
連
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
朕
況
は
、
史
料
の
面
か
ら
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
従
来
は
ド
ッ
ラ
l
ニ

1
朝
の
史
料
と
し
て
イ
ラ
ン
史
研

究
で
は
さ
ほ
ど
関
心
の
掛
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
〉
ω「
を
基
本
史
料
の
一
つ
と
し
て
利
用
し
た
。
〉
ωr
は
従
来
贋
く
利
用
さ
れ
て
き
た

冨
吋

や
冨
曲
、
吋
な
ど
の

「
イ
ラ

ン
側
」
史
料
に
は
見
ら
れ
な
い
記
事
を
多
く
掲
載
し
て
お
り
、
史
料
の
乏
し
い
賦
況
を
補
っ
て
い
た
。
特
に
、
〉
巴

や
冨
白
叶

は
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

1
家
縁
者
の
執
筆
し
た
も
の
で
あ
り
、

た
と
え
ば
、
第
一
衣
・
第
二
次
の
政
慶
に
閲
し
て
は
、
嘗
事
者
の
家
族
に
よ

る
史
料
と
い
う
こ
と
で
、
利
用
の
際
に
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
劃
し
て
、

害
関
係
の
少
な
い
立
場
か
ら
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
記
述
は
信
用
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 〉

ωr
は
こ
れ
ら
の
事
件
に
つ
い
て
は

よ
り
利

ま
た
、
ホ
ラ
l
サ
l
ン
の
さ
ま
ざ
ま
な
扶
況
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を
停
え
る
貴
重
な
記
事
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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も
ち
ろ
ん
、

〉
ω『
も
そ
の
史
料
的
な
性
格
上
、

ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ
ー
や
ド
ッ
ラ

l
ニ
l
朝
に
つ
い
て
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
利
用
に
は
注

意
が
必
要
と
な
る
。

た
と
え
ば
、
彼
の
ホ
ラ

i
サ

1
ン
遠
征
に
つ
い
て
検
討
す
る
場
合
が
そ
う
で
あ
る
。
嘗
事
者
で
あ
る
が
ゆ
え
に
記
事
の
量

は
豊
富
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
ど
こ
ま
で
信
頼
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
は
慎
重
さ
が
要
求
さ
れ
る
。

ジ
ャ

l
ル
朝
期
の
史
料
な
ど
と
比
較
掛
照
す
る
こ
と
で
、

し
か
し
、

そ
の
場
合
で
も
、

宮
司

や
カ

l

か
な
り
の
部
分
で
利
用
で
き
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
〉
∞
『
な

ど
の
ド
ッ
ラ

l

一一
I
朝
側
の
史
料
で
あ
っ
て
も
、

一
八
世
紀
中
期
以
降
の
ホ
ラ

i
サ

l
ン
を
検
討
す
る
際
に
、
利
用
す
る
に
値
す
る
こ
と
は
明

白
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
従
来
、

ほ
と
ん
ど
着
手
さ
れ
て
い
な
い
一
八
世
紀
中
期
以
降
の
ド

γ
ラ
l
ニ
l
朝
期
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
諸
問
題
の
中
に

は
、
イ
ラ
ン
史
を
検
討
し
て
い
く
上
で
、
併
せ
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
近
代
末
期
の
イ
ラ
ン
史
を
考

え
て
い
く
上
で
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
研
究
の
必
要
性
は
再
認
識
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

註(

1

)

木
稿
に
お
け
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
関
係
の
ベ
ル
シ
ャ
語
表
記
の
母
音

の
鱒
篤
は
、
と
り
あ
え
ず
現
代
イ
ラ
ン
の
ベ
ル
シ
ャ
語
の
場
合
に
準
じ

る
こ
と
に
す
る
。

(
2
)

こ
の
よ
う
な
見
方
は
、

E
o
z
Z♂
〉
-
u
h
¥
h
Fお
き
た
晶
子
|
図
式
F

g
bい官。
L

刊
の
3
2
2
H
(口一回国
n
P
5
8
)
司
・
ミ
な
ど
の
概
読
書
に
は
し

ば
し
ば
現
れ
る
。
な
お
、
現
在
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
ア
フ
マ
ド
・

シ
ャ
ー
を
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
父
(
切
削

E1可
。
〉
同
m
y山口巾印円山口)」

と
呼
ん
で
い
る
。

(
3
〉
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
際
、
一
九
世
紀
初
頭
に
お
い
て
す
ら
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
西
部
の
住
民
は
自
ら
の
居
住
地
域
を

「ホ

ラ
l
サ

l

ン」

と
し
て
い
た
と
す
る
エ
ル
フ
ィ
ン
ス
ト
ン
宮
・
巴

Z
F
E
S
S
の
記
述

-196ー

を
紹
介
し
、
庚
義
の
ホ
ラ
l
サ

l
ン
の
存
績
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
ゴ

マ
ン
ズ
氏
の
見
解
(
の
0
5
5
2∞
-

】

』

-HL
同コ

Z
E足。」
J
t
h辺、。.

K
同

¥
h
bお
WN
同
連

Byz-
円
・
』
ご
。
』
可
句
。
・
戸
色
彩
P

巴
8
w
H
Y
Z
)
や、

一
九
九
二
年
夏
に
、
バ
ル
フ
に
、逼
じ
る
街
道
沿
い
に
「
ホ
ラ
l
サ

l

ン
へ
ょ
う
こ
そ
」
と
の
ベ
ル
シ
ャ
語
の
表
示
が
あ
っ
た
と
い
う
詮
言

(
F
2・
同
・
「
一
吋
官
民
h
s
n
N.3
H
句
史
、

2
2お
円
ハ

Y
W
W毘、
g
b
E
-
人
占
¥目

hphHWMPHQ滋

G
N
P内
切
b
H
H
P
¥
。、旬。
~
b
b
w

』
む
』
l
』
百
三
w
H
L
包
含
P

5
8
u

同
】

-
Y
ロ-
H
)

な
ど
は
、
貴
重
な
判
断
材
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

(
4
〉
〉
ロ
の
フ
ォ
リ
オ
数
は
、
原
文
の
も
の
と
大
英
園
書
館
で
付
し
た
も

の
と
の
聞
に
、
一
二
頁
の
開
き
が
あ
り
、
前
者
の
方
が
少
な
い
。
こ
れ

は
、
後
世
の
人
の
目
次
と
表
紙
を
後
者
が
数
え
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
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の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
後
者
に
準
接
す
る
こ
と
に
す
る
。

(

5

)

〉
む
の
著
者
、
モ
ハ

ン
マ
ド

・ハ

l
シ
ェ
ム
は
セ
イ
エ
ド
・
モ
ハ
ン

マ
ド
の
五
男
、
宮
曲
吋
の
著
者
、
ミ

1
ル
ザ
l

・
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ
リ

ー
ル
は
セ
イ
エ
ド
・
モ
ハ
ン
マ
ド
の
孫
(
長
男
ソ
ル
タ
l
γ

・
ダ

i
ヴ

ォ
ド

ω
o
Eロ
ロ
雪
O

門
目
の
子
)
で
あ
る
。
ま
た
、
宮
、
吋
の
著
者
、
ゴ

レ
ス
タ
l
ネ
は
ベ
ン
ガ
ル
の
そ
ル
シ

ェ
ダ
!
パ
1
ド
富
良
町
Z
E
r邑

に
亡
命
中
の

一
一
九
五
|
六
/

一
七
八
一
ー
ー
二
年
に
同
書
の
執
筆
に
と

り
か
か
っ
た
が
、
そ
の
際
、
同
地
に
い
た
ソ
ル
タ
I
ン
・
ダ
l
ヴ
ォ
ド

の
回
想
を
参
考
に
し
た
と
い
う
。
〉
ωr
を
も
含
む
こ
れ
ら
の
史
料
に

つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず

F
R予
』
-
H
p
w
N門
R
H

ミ
ヨ
内
宮
司

N
S礼|入由

民
rH。
、
見
。
L

『
hw-ap
』一ぷ一戸』
1uw唱
(

〈

ur
呂
田
問
。
白
ロ
仏
円
。
ロ
ι
o
p
H也、吋由
一)

の
史
料
解
題
(
宅・

8ω1ωH3
の
該
嘗
箇
所
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

6

)

〉
ω『
執
筆
に
至
る
経
緯
や
著
者
の
マ
フ
ム

l
ド
・
ア
ル
・
ホ
セ
イ

ニ
ー
に
つ
い
て
は
、
の
ど
芦
富
山
よ
】
曲
、同
o
p
h・一切回角川、同巾民国内
U
M
3
b
可知
・州-

h

h

h

L

官
注
お
や
肉
、
b
h
札制・宍

-r
玄

o
n
E
P
E記・

2勺
-
N
N
l
N
ω

を
参
照

さ
れ
た
い
。

(
7
〉
ホ
ラ
l
サ
1
ン
・
ク
ル
ド
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
問
。
自
由
rr

ω-u
附ハ

ro円
曲
目
白
ロ
』
ロ
チ
刊
明
白
H
q
H
U
任
。
再
三
日
可
(
nn

同
】
宮
、
。
R
3
b
目

。
¥
旬
。
』
V
E
Q
b
h
R昌
忠
臣
、

Ha.w・
5
・
H
8
3・
司
・
∞
印
を
参
照
さ
れ
た

い
。
な
お
、
上
記
の
小
論
は
拙
稿
ご
九
世
紀
初
頭
の
ホ
ラ
l
サ
l
ン

|
|
初
期
の
カ
l
ジ
ャ
l
ル
朝
に
つ
い
て
の
一
試
論
」
(
『
上
智
ア
ジ
ア

翠
』
、
一

O
、
一
九
九
二
)
の
改
訂
英
語
版
で
あ
る
。

(
8
〉
カ
l
ジ
ャ

l
ル
族
の
そ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ
サ
ン
宮
o
f
曲
目
白
色
恒
国
的
田
口

州内}回削
ロ
0
2
同門
(
カ
l
ジ
ャ

1
ル
朝
初
代
ア
l
カ
1
・
モ
ハ
ン
マ
ド

の

父
)
も
こ
の
と
き
シ
ャ
l

ロ
フ
側
に
走
っ
た
。

(

9

)

管
見
の
限
り
で
は
、
ナ
l
デ
ル
・
シ
ャ
l
期
の
史
料
に
は
こ

の
こ
と

は
現
れ
な
い
。

(
印
〉
こ
の
背
景
に
は
エ
プ
ラ
l
ヒ
l
ム
軍
内
に
お
け
る
、
キ
ズ
ィ
ル
パ
!

シ
ュ
系
と
ア
フ
ガ
ン
系
・
ウ
ズ
ベ
グ
系
の
針
立
閥
係
が
あ
っ
た
よ
う

で
、
離
反
し
て
コ
ム
に
逃
走
し
た
キ
ズ
ィ
ル
バ

l
シ
ュ
系
を
セ
イ
エ

ド

・
モ
ハ
ン
マ
ド
は
保
護
し
て
い
る
。
〉
u
a
σ
1
8釦
も
併
せ
て
参
照

さ
れ
た
い
。

〈
江
〉
拙
稿
「
ザ
ン
ド
朝
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
|
|
一
八
世
紀
イ
ラ

ン
政

治
史
上
の
諸
問
題
」
(
『
上
智
ア
ジ
ア
率
』
、
五
、
一
九
八
七
、
以
下

「
ザ
ン
ド
朝
」
〉
四
二
|
四
三
頁。

〈
ロ
)
〉

U
S
F
1
2白
と
冨
曲
、
H，H
si--H
に
は
、
こ

の
と
き
セ
イ
エ
ド
・

モ
ハ
ン
マ
ド
擁
立
に
走
っ
た
一
六
名
の
氏
名
を
以
下
の
通
り
奉
げ
て
い

る
。
(
〉
-
円
は
本
接
地
名
。

〉
B
H円

R

〉
}
同
ヨ
阿
ハ

r副
ロ
同
ハ
ゲ
白
色
自
由
(
カ

l

エ
ン
)
・
回
目
rrD《同

開ハゲ削口

、H
，
幽
門
前
門
冨
由
同
〈
(
ア
ト
ク
)
・
〉
}戸
自
陣
仏
関
冨
ロ
切
白
河
帥
ス
-一

l
シ
ャ

ー
プ
l
ル
γ

(
玄
o-v白
B
B邑
)
同曲
が
司
同
r削
ロ
問
。
三

(
ハ
ブ

l
シ
ャ

l
ン
〉
・
去
。
官
自
白
色
司
O
R
Z
同
冨
ロ
欠
。
丘

N
民
同
同
削
己
口
(
ハ
プ

I
シ
ャ

l

ン
γ
】wr同
笹
口
同
回
開
}
戸
仰
ロ
問
。
同
品

開内
四
円」『削ロ
Z
・
同
国
円
同
日
同
}
戸
伺
ロ
回

OHro円
相
宮
同
}
戸
島

0
0町
貝
ゲ
帥
ロ

(
U
Y

口
}5・
冨
同
ロ
咽
口
同
州
内
冨
ロ

ω
-
z
r
z
gち
♂
〉
自
同
列
}
戸
削
ロ

冨回
目r

z
白凹丹

、H
，口喝

n
z'r同研
rp
宮
司
N

帥
〉

g
z
r・
宮
町
N

削

ωげ
回
目
印
曲

-a口同
ロ
冨
0
5
2
5包
穴
白
]
帥
口
宮
♂
宮
司
N

帥

ω
g
q

z
o日円
O
口
問
聞
と
'宮
白
ロ
邑
巾「
吋
白
σ
H
R
H
U

(
冨

o
r
g
g邑
〉
恒
曲目白
口

同ハ「
仙
ロ

σ・
明
白
円
グ
メ
F
-
H

同ゲ
削
ロ
O
U』
同
同
(
ア
ス
タ
ラ
l
パ
l
ド
)
"

ω
ω
-
H
B
Hハ
冨
ロ
国
内
問
一
白
与
問
問
則
自
一
克
也
『

2
・
叩
同
月
同
日
削
ロ
印
E
E
P
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the situation of competing various powers, the China Maritime Customs

became ａpower independent from the Chinese government. The Maritime

Customs maintained ａ neutral position by functioning as an intermediary

in Chinese politics. In the period when. Aglen was Inspector General ０ｆ

Customs, it began to participatein Chinese politics.　The Maritime

Customs had two anchors to secure it: the security it provided for foreign

loan obligationsand the securityit provided for Chinese investments. But

as internal politicalopposition intensified,Aglen thought it wise to conso-

lidate another base of power.　Aglen demanded the support of district

authoritiesfor Customs administration. In other words, he intended the

Maritime Customs to become in part ａ central government organ and in

part an organ of the provincial government.　He aimed to realize this

intention by participatingin districttax collection. The Peking Special

Tariff Conference was to be the forum in which Aglen's intention was to

be realized.　However, the Special　Tariff Conference did not proceed

according to plan, and Aglen's designs were not realized.

KHORASlN IN THE ＭＩＤ･EIGHTEENTHCENTURY：

THE DORRANiS AND THE afshArs AFTER THE

　　　　　

ASSASSINATION OF NlDER SHAH

　　　　　　　　　　　　

KOMAKI Shohei

　　

Major politicalchanges occurred immediately following the assassina-

tion of Nader Shah Afshar in 1747. Ａ struggle for succession took place

among the Afshars in Khorasan, and in the end, Shahrokh became ruler.

However, two coups occurred in 1749 and 1750, and once Shahrokh losthis

power.

　　

Local powers in Khorasan played important roles during these

disturbances.

　　

When threatened by enemies from outside Khorasan they

united, however, when not facing such ａ threat they repeatedly struggled

for power among themselves. Ahmad Shah Dorrani made two ｅχpeditions

under such circumstances, and in conquering Mashhad he forced Shahrokh

to submit to him. Following this,he acknowledged Shahrokh's right to

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－5－



rule in this area. Khorasan then came under the powerful influence of

the Dorranis. χＶｅmust not ignore the role of the local powers and the

Dorranis in an attempt to reconstructthe politicalsituationin Khorasan
in

the mid-eighteenth century.

６


